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AquaticinsectfaunaoftheStreamltachigawa

HisashiNEGoRo

TbyamaScienceMuseum

Theaguaticinsectfauna（excludingchironomidae）wassurveyed，27specles

belonging7orderswel-ecollectedfrom7statlonsofthestrea、,Itachigawa･Btze焔

胆加αf“"szswasthedominantspecles．

調査法

口幅35cm×30cm・2mメッシュのたも網を

用い，水底の石・砂・泥等をすくい取り，ま

た水草をしどくなどして取り上げ，その表面

上の水生昆虫幼虫を採集した。採集した幼虫

は約70％アルコール中に保存し，後日，主に

日本産水生昆虫検索図説(川合禎次編，1985〉

を用い同定した。1調査地点につき約15㎡を

約20分間の時間をかけて採集した。

ヒラタカゲロウ科Heptageniidae

エルモンヒラタカゲロウ邸goγ"s

”加""瓶UENo

St､2で秋期に2個体得られたの

みである。

コカケロウ科Baetidae

サホコカゲロウaze"SSα〃“"S商

GosE

St､4より下流で見られる。

ヤマトコカケロウB・”"?αr“"sjS

GosE

St,2よりSt､6の間で見られ,最

も多数得られた種である。

トツカワコカゲロウB､／0な"‐

たα〃e"sjSGosE

St､3より上流で見られる。

上記コカゲロウ科の3種は，サ

ホ．ヤマト．トツカワの各々がα

中腐水性．β中腐水性･貧腐水性で

あり，いたち川での分布もその性

質を反映したものとなっている。

調査結果

春期より秋期にかけて行なった3度の調査

の結果，以下の7目16科27種の水生昆虫幼虫

が採集された。以下にそのリストを記す。ま

た，表lに各種の調査地点ごとの調査期別の

採集個体数を示しておいた。配列は森下

（1986）の指標生物表にしたがった。

カケロウ目Ephemeroptera

チラカゲロウ科Isonychiidae

チラカゲロウハ0"〕雁〃ねノtz加"j“
ULMER

本種はSt,2で秋期にl個体得

られたのみである。 マダラカケロウ科Ephemerellide
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ヨシノマダラカゲロウ動〃e柳e”"α

c沙がO脚eγjaIMANISHI

St､1のみで得られた。

オオマダラカケロゥE、6asα/is

lMANISHI

St,3で1個体得られたのみで
÷づ

め'勺o

フタマタマダラカゲロウE、6胡"‐

cα花ALLEN

St.lで1個体得られたのみで

ある。

オオクママダラカゲロウE､0"""faj

GosE

St､1でのみ多数得られた。

イマニシマダラカケロウE・加”〃

sルガGosE

St､4より上流とSt､7とで見ら

れた。マダラカゲロウ科中で最

もよく見られるものである。

クシゲマダラカゲロウE，s磁噌Em

BAJKoRA

St.’と2で得られた。

トンボ目Odonata

トンボ科Libellulidae

アキアカネSy"zpe""加〆”g抑s

SELYs

St,5で1個体得られたのみ。

カワケラ目Plecoptera

ミジカオカワケラ科Taeniopterygidae

1ビ オナシカワケラ属の一種

Pγ()われg加況msp．

アミメカワゲラ科Perlodidae

ミドリカワゲラモドキ属の一種

1s”eγねsP、

上記2種ともSt.’で各1個体

得られたのみである。
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肉食性のカワケラ相が非常に乏し

いことは，いたち川の水生昆虫相

全体の乏しさを反映したものと思

われる。

トビケラ目Trichoptera

ナガレトピケラ科Rhyacophilidae

ヤマナカナガレトビケラR/iyαα)‐

”"α”抑"？"たg"sjSIWATA

貧腐水生の種でSt－1でのみ3

季を通じて得られた。

ヒケナガカワトビケラ科Steno‐

psychidae

ヒゲナガカワトビケラS彫れ”syc舵

加αγ"”、”NAvAs

StlおよびSt､3で得られた。

シマトピケラ科Hydropsychidae

ウルマーシマトビケラHyめり‐

PSycheo減”、"sMARTYNov
St､3より上流で見られる。

ギフシマトビケラHg”α"α

ULMER

St,1,3で各1個体得られたのみこ

コガタシマトビケラCﾙ“"”m－

PSycﾙe6形Iﾉ"伽“、(IWATA）
St,1,2および4で得られた。

エグリトビケラ科Limnephilidae

コエグリトビケラ属の一種A”ね"za

sp，

St2でl個体得られたのみ。

トビケラ類の分布は底質（レキの

有無）によって規定されている。

鱗迩目Lepidoptera

メイガ科Pyralidae

キオピミズメイガCamc〃s如刀zj“s
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St､1,7で各l個体得られたのみ二

甲虫目Coleoptera

ケンゴロウ科Dytiscidae

ヒメゲンゴロウ尺加’""sp"/zﾉg

γ“"s(STEPHENs）

St,2,4,5で各l個体得られた。

ヒラタドロムシ科Psephenidae

ヒラタドロムシ〃α/“”s”〃"s

ノ“0"/c"sMATsuMuRA

St､3,4で見られた。

双迩目Diptera

ガガンボ科Tipulidae

シリブトガガンボ属の一種P〃α〃

cγ0“〃zsP･

St2でl個体得られたのみ。

ガガンポ属の一種Z肋"/αsp・

St､4,5で見られた。

ウスバヒメガガンポ属の一種

A〃mchasP・

St､3で1個体得られたのみ。

ナガレアブ科Athericidae

ハマダラナガレアブAγ的eγ次的jS

FABRIcIus

St,2，3で見られた。

まとめ

いたち川上流から下流までの10調査時点の

うちStl～St､7で水生昆虫幼虫が採集され、

下流部St8～10では採集されなかった。採集

種類・個体数は上流から下流に向かって減少

し，また貧腐水性の種類も同様に上流から下

流に向かい減少する。β中腐水性の種は全調

査地点に平均して出現し，α中腐水性の種は

より下流で多くなる。全体を通して，底質の
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変化・水質の変化に対応して，上流から下流

への水生昆虫相の変化が認められる。

Liebmann法(優占種類)からみれば，最上

流部のStlは貧腐水性，St,2～4がβ中腐

水性，St､5以下7までがα中腐水性，それよ

り下流は強腐水性ということになろう。しか

し，実際を反映しているであろうとはいえ，

調査時間も短く，各地点での調査密度も充分

に統一したものではないので，今回の結果が

そのまま，いたち川の実際を示しているとは

いえない。他の調査結果ともども比較の上判

断すべきであろう。

いたち川沿いのホタル(ヘイケボタル)の調査

以上に述べた水生昆虫相調査とはまた別

に，いたち川沿いにホタルの有無・数量の調

査を行った。日時は，8月6日，19時から21

時30分。下流より上流に向け各調査時点ごと

に10分ないし20分間採集した。調査者は布村

昇・南部久男である。

その結果,StlおよびSt､6より下流にはホ

タルは見られず，St､2,St､5および4と5の中

間の地点であるいたち川橋では各2個体,St4

で7個体，St､3（太田橋）で最も多い26個

体が得られた。全てへイケボタル，L"ciOﾉﾋz

〃”tz/jsMoTscHuLsKY’である。水生昆虫

幼虫調査時にはヘイケボタル幼虫がまったく

得られなかったこと，またヘイケボタル幼虫

のエサとなるカワニナがごく少数しか生息し

ないことから，ヘイケボタルはいたち川自体

には少なく，そこにそそぐ小用水や水田中で

発生しているのではないかと推測される。
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表’いたち川各調査地点より得られた水生昆虫幼虫個体数
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桃 名

カケロウ目

チラカケロウ

エルモンヒラタカケロウ

サホコカケロウ

ヤマトコカケロウ

トヅヵワコヵヶロウ

ョシノマダラカケロウ

オオマダラカケロウ

フタマタマダラカケロウ

オオクママダラカケロウ

イマニシマダラカケロウ

クシケマダラカケロウ

トンボ目

アキアカネ

カワケラロ

ミドリカワケラモドキ風のl秘

ユビオナシカワケラ属の1柳

毛迩目

ヤマナカナガレトビケラ

ヒケナガカワトビケラ

コガタシマトビケラ

ギフシマトビケラ

ウルマーシマトビケラ

コエグリトビケラ属のl椛

鱗遡目

キオビミズメイ ガ

甲虫目

ヒメケンゴロワ

ヒラタドロムシ

双迩目

シリブトガガンポ属のl柳

ガガンボ風のl極

ウスバヒメガガンボ属のlﾛ

ハマダラナガレアフ

出現椛嬰

性驚

坐-β、

竺
虹

伽
伽
伽
一
和
諏
伽
伽
伽
伽
伽
一

鵬
一
吟
醍
一
妬
一
妬
一
醍
一
“
一
賑

βm－am－ps

OS

OS

OS

os－βm

ｍ
ａ
α
一
一

ａ

ｍ

ｍ
α
α

、
｜

Ⅲ
汀

伽
一
鋤
一
唖
一
伽
一
伽
一
施
伽
一
伽
一
鋤
一
跡
一
榊
一

ＯＳ

卿
泳
泳
泳
荊
剛
制
禰
嗣
詞
潜
棚
柵
柵
網
網
網
網
携
鯛
泳
澗
潜
潜
田

ステーションl

春夏W

I

ス･アーションZ

春夏枇

１

３

スプーンョンi

春 夏 $

４
１
１
２
１

７
１
２

スプーjノョン4：

春夏秋！

1

1019

1
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1

1

1

ス丁一ﾝヨンl

春 夏 $

5

11

1

1

2

スプーンヨンt

春夏$
スァーンヨノ

春夏

1

1

１


